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藤
田
�
之
・
本
会
会
長
（
広
島

市
議
会
議
長
）
は
じ
め
地
方
六
団

体
の
代
表
は
１
月
２１
日
、
首
相
官

邸
で
開
か
れ
た
「
国
・
地
方
の
定

期
意
見
交
換
会
」
に
出
席
し
た
。

意
見
交
換
会
は
、
昨
年
１１
月
７
日

に
初
会
合
が
開
か
れ
て
以
来
、
２

回
目
の
開
催
と
な
る
も
の
。
「
今

後
の
地
方
税
財
政
等
」
を
テ
ー
マ

に
、
六
団
体
代
表
と
政
府
代
表
が

積
極
的
に
意
見
を
交
わ
し
た
。

政
府
側
か
ら
は
、
町
村
官
房
長

官
、
増
田
総
務
相
、
額
賀
財
務
相
、

大
田
経
済
財
政
担
当
相
、
冬
柴
国

交
相
ら
が
代
表
と
し
て
出
席
。
予

算
関
連
法
案
、
特
に
地
方
の
道
路

財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
道
路
特

定
財
源
関
連
法
案
の
年
度
内
成
立

を
求
め
る
声
が
、
政
府
と
六
団

体
の
両
者
か
ら
上
が
っ
た
。

こ
の
席
で
藤
田
会
長
は
、
住

民
生
活
を
守
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

と
し
て
、
地
方
道
整
備
へ
の
ニ

ー
ズ
が
極
め
て
高
い
状
況
を
説

明
し
た
。
そ
の
う
え
で
「
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
る
と
、
地
方
の
道
路
整
備

に
重
大
な
支
障
が
生
じ
る
」

「
（
暫
定
税
率
の
廃
止
は
）
現

下
の
厳
し
い
地
方
財
政
の
状
況

を
更
に
悪
化
さ
せ
る
」
と
指
摘

し
、
関
係
法
案
を
１９
年
度
内
に

成
立
さ
せ
る
よ
う
求
め
た
。

ま
た
、
暫
定
税
率
維
持
に
向

け
た
本
会
の
今
後
の
対
応
を
公

表
。
２
月
７
日
に
開
催
す
る
第

８４
回
評
議
員
会
に
、
会
長
提
出

議
案
と
し
て
緊
急
決

議
案
を
提
出
予
定
と

し
て
い
る
ほ
か
、
全

国
８
０
６
市
を
基
盤

と
し
た
地
元
選
出
国

会
議
員
に
対
し
、
要
請
行
動
を
展

開
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

会
合
で
は
最
後
に
、
交
わ
さ
れ

た
意
見
を
集
約
し
た
う
え
で
「
現

行
の
税
率
水
準
を
維
持
す
る
」

「
法
案
を
年
度
内
に
成
立
さ
せ
る

た
め
、
国
と
地
方
が
協
力
し
て
い

く
」
こ
と
を
政
府
と
六
団
体
の
各

代
表
の
間
で
確
認
し
、閉
会
し
た
。

な
お
六
団
体
で
は
同
日
、
「
地

方
の
道
路
整
備
を
困
難
に
し
、
地

方
財
政
を
一
層
危
機
に
陥
れ
る

『
暫
定
税
率
の
廃
止
』
に
反
対
す

る
緊
急
共
同
声
明
」
�
２
面
掲
載

�
を
発
表
し
た
。

声
明
で
は
、
暫
定
税
率
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
、
地
方
の
税
収
減
が
９

０
０
０
億
円
に
上
る
と
問
題
点
を

指
摘
。
ま
た
、
道
路
特
定
財
源
を

原
資
と
す
る
「
地
方
道
路
整
備
臨

時
交
付
金
」
が
廃
止
さ
れ
た
場

合
、
税
収
減
と
合
わ
せ
１
兆
６
０

０
０
億
円
規
模
の
減
収
に
陥
る
と

危
機
感
を
募
ら
せ
、
関
連
法
案
の

年
度
内
成
立
を
強
く
求
め
た
。

更
に
同
日
、
六
団
体
は
「
道
路

特
定
財
源
確
保
緊
急
対
策
本
部
」

を
設
置
。
緊
急
声
明
で
訴
え
た
地

方
の
窮
状
を
打
開
す
る
た
め
▽
首

相
・
衆
参
両
院
へ
の
意
見
書
提
出

▽
全
国
大
会
の
開
催
▽
新
聞
紙
上

で
の
意
見
広
告
等
を
通
じ
た
広
報

活
動
の
実
施
―
―
な
ど
の
手
段
に

よ
り
、
政
府
や
与
野
党
、
国
民
に

対
し
積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
く

こ
と
を
決
定
し
た
。

１
月
１８
日
、
第
１
６
９
回
通
常

国
会
が
開
会
し
た
。
会
期
は
６
月

１５
日
ま
で
の
１
５
０
日
間
。
今
国

会
に
は
、
新
規
法
案
と
し
て
７８

件
、
条
約
と
し
て
１１
件
が
提
出
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
�
提
出

予
定
法
律
案
の
件
名
等
は
次
号
に

掲
載
の
予
定
。

新
規
法
案
に
は
、
今
国
会
で
最

大
の
焦
点
と
な
る
「
道
路
整
備
費

の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」
が

含
ま
れ
る
。
同
法
案
は
主
に
、
２０

年
３
月
末
で
適
用
期
限
が
切
れ
る

道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税
率
に
つ

い
て
、
１０
年
間
延
長
す
る
こ
と
な

ど
に
主
眼
を
置
い
て
い
る
。

暫
定
税
率
に
つ
い
て
は
、
民
主

党
は
じ
め
野
党
勢
力
が
廃
止
を
強

く
主
張
し
て
お
り
、
野
党
が
参
議

院
の
主
導
権
を
握
る
「
ね
じ
れ
国

会
」
の
下
で
の
法
案
審
議
は
、
波

乱
含
み
と
な
る
こ
と
が
必
至
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

暫
定
税
率
の
延
長
が
行
わ
れ
な

け
れ
ば
、
地
方
側
の
減
収
額
は
１

兆
６
０
０
０
億
円
に
も
及
び
、
平

成
２０
年
度
以
降
の
道
路
整
備
は
お

ろ
か
、
最
低
限
の
維
持
・
補
修
さ

え
も
困
難
に
な
る
も
の
と
予
想
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
政
府
・
与

党
は
、
暫
定
税
率
維
持
の
必
要
性

を
訴
え
続
け
、
１９
年
度
内
の
法
案

成
立
を
目
指
し
て
い
く
構
え
。

道
路
特
定
財
源
に
つ
い
て
は
、

福
田
首
相
も
同
日
の
施
政
方
針
演

説
の
中
で
、
厳
し
い
財
政
事
情
な

が
ら
も
効
率
化
を
徹
底
し
、
「
真

に
必
要
な
」
道
路
整
備
を
進
め
て

い
く
方
針
を
示
し
た
。

ま
た「
道
路
の
維
持
・
補
修
や
、

救
急
病
院
へ
の
交
通
の
利
便
性
の

確
保
、都
市
部
の
渋
滞
対
策
、開
か

ず
の
踏
切
の
解
消
」
な
ど
の
推
進

に
よ
り
、
国
民
生
活
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
意
欲
を
示
し
た
。
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通
常
国
会
が
召
集
さ
れ
、
道
路

財
源
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
税
等
の
暫

定
税
率
が
大
き
な
政
治
争
点
と
な

っ
て
い
る
。
我
々
地
方
六
団
体

は
、
地
方
の
道
路
整
備
を
困
難
に

し
、
地
方
財
政
を
一
層
危
機
に
陥

れ
る
暫
定
税
率
の
廃
止
に
強
く
反

対
し
、
そ
の
維
持
を
求
め
る
も
の

で
あ
る
。

現
在
地
方
に
お
い
て
は
、
高

速
道
路
な
ど
主
要
な
幹
線
道
路

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
は

じ
め
、
防
災
対
策
、
通
学
路
の

整
備
や
開
か
ず
の
踏
切
対
策
な

ど
の
安
全
対
策
、
さ
ら
に
は
救

急
医
療
な
ど
国
民
生
活
に
密
接

に
関
わ
る
道
路
整
備
を
鋭
意
行

っ
て
い
る
。

ま
た
、
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
な

ど
の
道
路
施
設
の
老
朽
化
が
進

ん
で
お
り
、
そ
の
維
持
管
理
も

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ

の
費
用
も
年
々
増
大
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
道
路
整
備
の
た

め
に
使
わ
れ
る
道
路
特
定
財
源

は
、
国
民
の
生
活
の
利
便
、
安

全
・
安
心
、
そ
し
て
地
域
の
活
性

化
に
と
っ
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ

る
。現

に
、
住
民
要
望
の
最
も
大
き

い
も
の
は
道
路
で
あ
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
現
行
の
道
路

特
定
財
源
の
暫
定
税
率
等
が
廃
止

さ
れ
た
場
合
、
地
方
に
お
い
て
は

税
収
等
の
減
が
約
９
千
億
円
、
地

方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の
制
度

も
廃
止
さ
れ
た
場
合
に
は
、
合
わ

せ
て
１
兆
６
千
億
円
規
模
の
減
収

が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。
多
く
の

地
方
自
治
体
で
は
、
道
路
の
新
設

は
お
ろ
か
、
着
工
中
の
整
備
も
継

続
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
最
低
限

の
維
持
・
補
修
さ
え
で
き
な

く
な
る
な
ど
地
方
の
道
路
整

備
は
深
刻
な
事
態
に
陥
る
こ

と
に
な
る
。

そ
れ
ば
か
り
か
、
既
に
危

機
的
状
況
に
あ
る
地
方
財
政

運
営
を
直
撃
し
、
教
育
や
福

祉
と
い
っ
た
他
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
な
ど
国
民
生
活

に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

か
ね
な
い
。

現
在
の
危
機
的
な
地
方
財

政
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う

な
国
民
生
活
に
直
結
す
る
財

源
に
つ
い
て
減
税
の
余
地
は

到
底
無
い
の
で
あ
る
。
こ
の

点
を
率
直
に
訴
え
た
い
。

関
係
各
位
に
お
か
れ
て

は
、
責
任
あ
る
政
党
と
し
て
、
貴

重
な
地
方
の
財
源
に
つ
い
て
地
方

自
治
体
や
地
域
の
暮
ら
し
に
与
え

る
影
響
を
真
摯
に
直
視
し
、
暫
定

税
率
を
維
持
す
る
た
め
の
関
連
法

案
を
確
実
に
年
度
内
に
成
立
さ
せ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

２０
年
１
月
２１
日

地
方
六
団
体

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

年
の
初
め
に
あ
た
り
、
皆
様
に

は
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の

向
上
の
た
め
、
決
意
を
新
た
に
さ

れ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
地

域
の
将
来
に
明
る
い
展
望
を
開
く

１
年
と
な
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し

ま
す
。

私
は
、
昨
年
８
月
の
総
務
大
臣

就
任
以
来
、
福
田
内
閣
の
目
指
す

「
自
立
と
共
生
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
県
知
事
と
し
て
の
経
験
も
生

か
し
な
が
ら
、
新
た
な
視
点
で
改

革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。特

に
、
こ
れ
ま
で
構
造
改
革
を

進
め
る
中
で
、
い
わ
ゆ
る
地
域
間

格
差
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
こ
と

を
深
刻
に
受
け
止
め
、
当
面
す
る

最
重
要
課
題
と
し
て
心
血
を
注
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。

私
は
、
地
域
間
格
差
の
問
題

は
、
地
域
産
業
の
振
興
や
雇
用
創

出
等
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
活
力
そ
の
も
の
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
真
の
解
決
の
途
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
地
域
医
療
の
確
保
な
ど
喫
緊

の
課
題
へ
の
対
応
も
必
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
昨
年
末
に
決
定
し

た
平
成
２０
年
度
の
地
方
財
政
対
策

に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
施
策

を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
の
財

源
を
充
実
す
る
こ
と
を
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
と
い
た
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
地
域
間
の
税
源
偏
在
の

是
正
に
早
急
に
対
応
す
る
た
め
、

消
費
税
を
含
む
税
体
系
の
抜
本
的

改
革
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
間
の
暫

定
措
置
と
し
て
、
法
人
事
業
税
の

一
部
を
分
離
し
、
地
方
法
人
特
別

税
及
び
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
を

創
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
偏
在
性

の
小
さ
い
地
方
税
体
系
の
構
築
を

進
め
ま
す
。

こ
の
偏
在
是
正
策
に
よ
っ
て
生

じ
る
財
源
を
活
用
し
て
、
地
方
の

自
主
的
・
主
体
的
な
活
性
化
施
策

に
必
要
な
歳
出
の
特
別
枠
（
地
方

再
生
対
策
費
）
４
千
億
円
を
地
方

財
政
計
画
に
計
上
し
ま
す
。
そ
の

う
え
で
、
地
方
交
付
税
の
算
定
を

通
じ
て
、
市
町
村
、
特
に
財
政
の

厳
し
い
地
域
に
重
点
的
に
配
分
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。
皆
様
の
予
算

編
成
の
参
考
と
な
る
よ
う
、
具
体

的
な
算
定
方
法
の
案
と
各
団
体
の

試
算
額
を
今
月
中
に
も
お
示
し
し

ま
す
。

ま
た
、
皆
様
か
ら
強
い
ご
要
望

の
あ
っ
た
地
方
交
付
税
は
、
総
額

１５
・
４
兆
円
と
、
前
年
度
と
比
べ

２
千
億
円
増
額
い
た
し
ま
し
た
。

臨
時
財
政
対
策
債
を
含
め
た
実
質

的
な
交
付
税
も
、
総
額
１８
・
２
兆

円
と
、
前
年
度
と
比
べ
４
千
億
円

増
額
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
方
税
、
地
方
交
付

税
、
臨
時
財
政
対
策
債
等
を
あ
わ

せ
た
一
般
財
源
の
総
額
も
、
前
年

度
を
さ
ら
に
上
回
る
水
準
で
７
千

億
円
増
額
確
保
い
た
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
の
地
方
財
政
対
策

に
よ
り
、
懸
命
に
行
革
努
力
を
し

つ
つ
、
ぎ
り
ぎ
り
の
財
政
運
営
を

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
皆
様
に
は
、
地

方
財
源
の
充
実
を
実
感
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

通
常
国
会
に
は
、
こ
れ
ら
の
措

置
を
講
じ
る
た
め
の
関
連
法
案

（
地
方
交
付
税
法
等
改
正
案
、
地

方
税
法
等
改
正
案
、
地
方
法
人
特

別
税
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

案
）
を
例
年
よ
り
も
早
め
て
１
月

中
に
提
出
い
た
し
ま
す
。
地
方
税

法
等
改
正
案
は
、
地
方
の
道
路
特

定
財
源
の
暫
定
税
率
の
延
長
に
係

る
措
置
も
含
ん
で
お
り
、
い
ず
れ

も
極
め
て
重
要
な
法
案
で
す
。

さ
ら
に
、
平
成
１９
年
度
補
正
予

算
に
関
連
し
て
、
国
税
の
減
額
補

正
に
伴
う
交
付
税
総
額
の
補
て
ん

措
置
（
３
千
億
円
）
を
定
め
た
地

方
交
付
税
法
等
改
正
案
を
通
常
国

会
の
冒
頭
に
提
出
い
た
し
ま
す
。

平
成
２０
年
度
の
地
方
財
政
対
策

が
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
、
各
団
体

の
予
算
、
施
策
を
通
じ
て
住
民
一

人
一
人
に
確
実
に
行
き
渡
る
た
め

に
は
、
関
連
法
案
の
速
や
か
な
成

立
が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

私
と
し
て
は
、
広
く
関
係
方
面

の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
最

大
限
の
努
力
を
傾
注
す
る
覚
悟
で

す
。皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
現

下
の
地
方
財
政
の
状
況
を
踏
ま

え
、
以
上
申
し
述
べ
ま
し
た
点
に

つ
い
て
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
活
躍

を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

平
成
２０
年
１
月
１７
日

総
務
大
臣

増
田

寛
也

増
田
寛
也
総
務
大
臣
は
１
月
１７

日
、
今
通
常
国
会
に
提
出
さ
れ
る

法
案
の
成
立
に
向
け
、
全
地
方
自

治
体
の
首
長
と
議
会
議
長
に
協
力

を
求
め
る
親
書
を
送
付
し
た
。
文

書
は
次
の
と
お
り
。

道道路路特特定定財財源源のの「「暫暫定定税税率率のの
廃廃止止」」にに反反対対―六団体が緊急声明

増
田
総
務
相
が
親
書

全
自
治
体
の
首
長
・
議
長
に

第１６７７号 平成２０年１月２５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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行

事

予

定

﹇
北
海
道
﹈該
当
な
し

﹇
青
森
県
﹈▽
三
沢
市（
３
・
１９
）

﹇
岩
手
県
﹈▽
大
船
渡
市
（
５
・

８
）
▽
北
上
市
（
３
・
３１
）

﹇
宮
城
県
﹈▽
名
取
市
（
１
・
３１
）

▽
岩
沼
市
（
１
・
１１
）

﹇
秋
田
県
﹈該
当
な
し

﹇
山
形
県
﹈▽
南
陽
市
（
３
・
３１
）

﹇
福
島
県
﹈▽
い
わ
き
市
（
９
・

３０
）

﹇
茨
城
県
﹈▽
取
手
市
（
２
・
１４
）

▽
つ
く
ば
市
（
１１
・
２９
）
▽
潮
来

市
（
２
・
１０
）
▽
守
谷
市
（
２
・

２９
）
▽
那
珂
市
（
３
・
９
）
▽
神

栖
市
（
２
・
２９
）
▽
つ
く
ば
み
ら

い
市
（
２
・
２９
）

﹇
栃
木
県
﹈該
当
な
し

﹇
群
馬
県
﹈該
当
な
し

﹇
埼
玉
県
﹈▽
志
木
市
（
４
・
２２
）

▽
新
座
市
（
２
・
２５
）
▽
坂
戸
市

（
４
・
２０
）
▽
吉
川
市
（
２
・
４
）

﹇
千
葉
県
﹈▽
富
津
市
（
４
・
２４
）

▽
四
街
道
市
（
３
・
９
）
▽
袖
ケ

浦
市
（
１１
・
２
）

﹇
東
京
都
﹈該
当
な
し

﹇
神
奈
川
県
﹈▽
座
間
市
（
９
・

３０
）

﹇
新
潟
県
﹈▽
上
越
市
（
４
・
２８
）

▽
阿
賀
野
市
（
１０
・
３１
）
▽
佐
渡

市
（
４
・
１７
）

﹇
富
山
県
﹈▽
魚
津
市
（
５
・
９
）

▽
南
砺
市
（
１１
・
２７
）

﹇
石
川
県
﹈該
当
な
し

﹇
福
井
県
﹈該
当
な
し

﹇
山
梨
県
﹈▽
南
ア
ル
プ
ス
市
（
１１

・
２７
）
▽
北
杜
市
（
１１
・
２７
）
▽

笛
吹
市
（
１１
・
１３
）

﹇
長
野
県
﹈▽
千
曲
市
（
７
・
２４
）

▽
東
御
市
（
１１
・
２０
）

﹇
岐
阜
県
﹈▽
恵
那
市
（
１１
・
２７
）

▽
山
県
市
（
４
・
３０
）
▽
瑞
穂
市

（
４
・
３０
）
▽
飛
�
市
（
３
・
６
）

▽
郡
上
市
（
４
・
１０
）
▽
下
呂
市

（
４
・
１７
）

﹇
静
岡
県
﹈▽
御
殿
場
市
（
２
・

１０
）
▽
伊
豆
市
（
１０
・
３１
）
▽
御

前
崎
市
（
４
・
１７
）

﹇
愛
知
県
﹈▽
岡
崎
市
（
１０
・
２５
）

▽
碧
南
市
（
５
・
４
）
▽
弥
富
市

（
２
・
２９
）

﹇
三
重
県
﹈該
当
な
し

﹇
滋
賀
県
﹈該
当
な
し

﹇
京
都
府
﹈▽
京
丹
後
市
（
５
・

１５
）

﹇
大
阪
府
﹈▽
大
東
市
（
５
・
４
）

▽
和
泉
市
（
９
・
２２
）
▽
箕
面
市

（
８
・
２８
）
▽
泉
南
市
（
１０
・
２７
）

﹇
兵
庫
県
﹈▽
三
田
市
（
１０
・
２２
）

▽
篠
山
市
（
４
・
３０
）
▽
養
父
市

（
１０
・
３１
）
▽
丹
波
市
（
１２
・
４
）

﹇
奈
良
県
﹈該
当
な
し

﹇
和
歌
山
県
﹈該
当
な
し

﹇
鳥
取
県
﹈該
当
な
し

﹇
島
根
県
﹈▽
雲
南
市
（
１１
・
２７
）

﹇
岡
山
県
﹈▽
笠
岡
市
（
４
・
２８
）

▽
高
梁
市
（
１０
・
２３
）

﹇
広
島
県
﹈▽
福
山
市
（
４
・
３０
）

▽
三
次
市
（
４
・
１７
）
▽
安
芸
高

田
市
（
１１
・
３０
）

﹇
山
口
県
﹈▽
防
府
市
（
１１
・
２６
）

▽
光
市
（
１１
・
１３
）
▽
周
南
市
（
６

・
１９
）

﹇
徳
島
県
﹈該
当
な
し

﹇
香
川
県
﹈該
当
な
し

﹇
愛
媛
県
﹈▽
四
国
中
央
市
（
１１

・
２７
）
▽
西
予
市
（
５
・
１５
）
▽

東
温
市
（
１１
・
６
）

﹇
高
知
県
﹈該
当
な
し

﹇
福
岡
県
﹈▽
行
橋
市
（
４
・
２２
）

▽
豊
前
市
（
４
・
９
）
▽
宗
像
市

（
１０
・
３１
）

﹇
佐
賀
県
﹈該
当
な
し

﹇
長
崎
県
﹈該
当
な
し

﹇
熊
本
県
﹈該
当
な
し

﹇
大
分
県
﹈該
当
な
し

﹇
宮
崎
県
﹈該
当
な
し

﹇
鹿
児
島
県
﹈▽
鹿
児
島
市
（
４
・

２８
）
▽
薩
摩
川
内
市
（
１１
・
６
）

﹇
沖
縄
県
﹈該
当
な
し

総
務
省
は
１
月
１
日
、
「
平
成
２０
年
中
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
の

議
会
の
議
員
及
び
長
の
任
期
満
了
に
関
す
る
調
」
を
発
表
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
１９
年
１１
月
１
日
現
在
の
全
国
１
８
７
０
地
方
公
共
団
体
の

う
ち
、
２０
年
中
に
任
期
満
了
と
な
る
の
は
５
４
３
団
体
と
な
っ
た
。
こ

の
う
ち
、
議
員
の
任
期
満
了
を
迎
え
る
市
区
議
会
は
全
８
０
５
団
体
の

う
ち
７０
団
体
で
、
全
体
の
８
・
７
％
。
市
区
議
会
名
は
次
の
と
お
り
。

（

）
内
は
任
期
満
了
日
。

「
ど
ら
弁
」
と
は
、
東
日
本
の

高
速
道
路
を
運
営
す
る
ネ
ク
ス
コ

東
日
本
が
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
（
Ｓ

Ａ
）
や
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
（
Ｐ

Ａ
）
で
限
定
販
売
し
て
い
る
お
弁

当
の
こ
と
。
「
ど
ら
」
は
「
道
楽

�
ド
ラ
イ
ブ
（
道
）
と
と
も
に
お

手
軽
に
楽
し
め
る
」
の
意
味
で
、

地
元
産
の
食
材
使
用
と
手
ご
ろ
な

価
格
が
特
徴
だ
。
た
と
え
ば
常
磐

道
の
友
部
Ｓ
Ａ
で
販
売
さ
れ
て
い

る
の
は
「
笠
間
い
な
り
」
。
笠
間

産
の
ヤ
ー
コ
ン（
根
菜
類
）入
り
、

茨
城
ブ
ラ
ン
ド
豚
肉
入
り
な
ど
５

つ
の
味
が
楽
し
め
て
５
５
０
円
と

い
う
価
格
も
う
れ
し
い
。

現
在
、
６
種
類
の
お
弁
当
が
売

り
出
さ
れ
て
い
る
（
２
０
０
７
年

１１
月
末
）
が
、
そ
の
中
の
一
つ
は

な
ん
と
「
愛
犬
用
」
。
「
ど
ら
弁

ポ
チ
」
の
名
称
で
首
都
圏
８
カ
所

の
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
で
６
５
０
円
で
販

売
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
中
央
道
、
東
名
道
で

も
「
速
弁
（
は
や
べ
ん
）
」
の
名

で
２
０
０
６
年
秋
か
ら
Ｓ
Ａ
・
Ｐ

Ａ
限
定
弁
当
を
販
売
し
て
い
る
。

こ
ち
ら
は
地
元
の
料
亭
な
ど
と
提

携
し
た
、
価
格
帯
も
１
５
０
０
円

〜
３
０
０
０
円
前
後
と
ち
ょ
っ
と

ぜ
い
た
く
な
お
弁
当
だ
。

い
ず
れ
も
販
売
場
所
、
数
量
と

も
限
定
。
土
・
日
の
み
の
販
売
と

い
う
場
合
も
あ
る
の
で
、
ド
ラ
イ

ブ
の
際
に
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
出
か

け
よ
う
。

▽
２
月
１３
日

地
方
行
政
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
２
時
・
全
国

都
市
会
館
）

▽
２
月
１３
日

社
会
文
教
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
午
前
１１

時
半
、
全
国
都
市
会
館
）
・
委

員
会
（
午
後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
１４
日

地
方
財
政
委
員
会

�
正
副
委
員
長
会
議
（
正
午
、

全
国
都
市
会
館
）
・
委
員
会

（
午
後
２
時
、
同
）

▽
２
月
１４
日

産
業
経
済
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
２
時
・
全
国

都
市
会
館
）

▽
２
月
１８
日

国
会
対
策
委
員
会

�
委
員
会
（
午
後
１
時
半
、
全

国
都
市
会
館
）

▽
２
月
１９
日

都
市
行
政
問
題
研

究
会
�
役
員
会
（
午
前
１１
時
、

全
国
都
市
会
館
）
・
総
会
（
午

後
１
時
半
、
同
）

▽
２
月
２０
日

全
国
高
速
自
動
車

道
市
議
会
協
議
会
�
正
副
会
長

・
監
事
・
相
談
役
会
議
（
午
前

１１
時
、
九
段
会
館
）
・
理
事
会

（
午
前
１１
時
半
、
同
）
・
総
会

（
午
後
１
時
半
、
同
）

市区議

２２００
年年
中中
のの
任任
期期
満満
了了
はは
７７００
市市

―
総
務
省
調

ど

ら

弁

安
価
に
ご
当
地
グ
ル
メ
を
楽
し
む

時の話題

（３） 平成２０年１月２５日 第１６７７号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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ひ
た
ち
な
か
市
議
会
で
は
、
議

会
の
機
能
と
権
能
を
強
化
す
る
一

環
と
し
て
、
常
任
委
員
会
の
設
置

数
を
こ
れ
ま
で
の
▽
総
務
▽
文
教

福
祉
▽
経
済
生
活
▽
都
市
建
設
―

―
の
４
委
員
会
に
、
▽
予
算
▽
決

算
▽
議
会
広
報
―
―
を
追
加
し
、

７
委
員
会
と
し
ま
し
た
。

こ
の
措
置
は
、
１９
年
１１
月
８
日

に
開
か
れ
た
臨
時
会
で
決
定
さ
れ

た
も
の
で
す
。
任
期
満
了
に
伴
い

実
施
さ
れ
た
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
後
の
初
議
会
開
催
に
合
わ
せ
、

「
ひ
た
ち
な
か
市
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
を

審
議
し
、
可
決
・
成
立
し
た
こ
と

に
よ
り
実
現
し
ま
し
た
。

新
た
に
加
わ
っ
た
予
算
と
決
算

の
委
員
会
は
、
い
わ
ゆ
る
「
横
割

り
方
式
の
委
員
会
」
で
す
。
従
前

か
ら
設
置
し
て
い
た
４
委
員
会

は
、
行
政
部
門
を
単
位
と
し
た

「
縦
割
り
方
式
の
委
員
会
」で
あ

り
ま
し
た
。委
員
を
各
部
門
の
専
門

家
と
し
て
育
み
、委
員
会
の
審
議
を

能
率
的
に
運
営
す
る
う
え
で
は
効

果
的
で
し
た
。

し
か
し
扱
う
内
容
が
、
１
つ
の

行
政
部
門
の
範
囲
を
超
え
る
場
合

に
課
題
が
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ
ま

で
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で

し
た
。
そ
こ
で
行
政
の
性
質
に
着

目
し
、
横
断
的
に
審
査
で
き
る
予

算
と
決
算
の
２
委
員
会
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
常
任
委
員
会
の
調
査

・
審
査
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
設
置
数
拡
充
の

レ
ー
ル
を
敷
く
土
台
と
な
っ
た
の

が
、
９
月
４
日
に
議
会
運
営
委
員

会
委
員
長
か
ら
議
長
へ
提
出
さ
れ

た
「
議
会
活
性
化
に
関
す
る
調
査

報
告
書
」
で
す
。
議
長
か
ら
諮
問

を
受
け
て
い
た
議
会
運
営
委
員
会

が
、
４
月
か
ら
９
回
に
わ
た
り
協

議
・
検
討
を
進
め
、
ま
と
め
上
げ

ま
し
た
。

諮
問
を
受
け
た
内
容
は
、
左
表

に
あ
る「
当
面
の
検
討
課
題
」に
つ

い
て
の
７
項
目
、
「
中
期
的
検
討

課
題
」
に
つ
い
て
の
４
項
目
で

す
。
「
中
期
的
検
討
課
題
」
に
つ

い
て
は
、
報
告
書
作
成
段
階
に
お

い
て
も
更
な
る
協
議
・
検
討
の
必

要
性
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
１０
月

３１
日
に
任
期
満
了
を
迎
え
る
当
時

の
議
会
運
営
委
員
会
で
の
意
見
集

約
が
困
難
と
判
断
し
、
新
た
な
委

員
会
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

１１
月
８
日
に
成
立
し
た
改
正
委

員
会
条
例
の
概
念
は
、
「
当
面
の

検
討
課
題
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た

「
�
常
任
委
員
会
の
数
、
委
員
会

の
定
数
及
び
所
管
」
の
項
で
示
さ

れ
た
も
の
で
す
。
同
項
で
は
常
任

委
員
会
の
現
状
と
し
て
、
平
成
１２

年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
設

置
数
の
制
限
が
廃
止
さ
れ
た
も
の

の
、
委
員
の
所
属
に
関
し
て
１
常

任
委
員
会
と
す
る
制
約
が
あ
っ
た

た
め
、「
縦
割
り
方
式
の
委
員
会
」

に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
指

摘
。
し
か
し
１８
年
の
自
治
法
改
正

に
よ
り
、
委
員
の
所
属

制
限
が
撤
廃
さ
れ
、
複

数
委
員
会
へ
の
所
属
が

可
能
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、「
横
割
り
方
式
の

委
員
会
」を
設
置
し
ま

し
た
。

報
告
書
で
は
、
予
算

と
決
算
の
２
委
員
会
設

置
の
方
針
が
示
さ
れ
た

ほ
か
、
所
管
事
項
に
関

す
る
２
委
員
会
の
役
割

な
ど
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

存
在
し
て
い
た
も
の
の
任
意
の
委

員
会
と
な
っ
て
い
た
「
議
会
だ
よ

り
編
集
委
員
会
」
を
「
議
会
広
報

委
員
会
」
と
し
て
名
称
を
改
め
た

う
え
で
、
常
任
委
員
会
と
し
て
設

置
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
、
２

委
員
会
の
設
立
と
合
わ
せ
実
現
を

見
て
い
ま
す
。

ひ
た
ち
な
か
市
議
会
で
は
今
後

も
、
報
告
書
の
「
当
面
の
検
討
課

題
」
の
実
現
は
も
と
よ
り
、「
中

期
的
検
討
課
題
」と
し
て
掲
げ
ら

れ
た
項
目
に
つ
い
て
も
検
討
を
重

ね
、
意
見
集
約
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
う
え
で
、
議
会
の
監
視

機
能
・
調
査
機
能
・
政
策
立
案
機

能
の
強
化
に
向
け
積
極
的
に
取
り

組
み
、
住
民
の
視
点
に
立
っ
た
議

会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

［諮問を受けた課題］
【当面の検討課題】
�本会議議長次第書の見直し
�定例会のあり方
�会期の設定方法
�開会時期の設定方法
�代表・一般質問の日程のとり方
�常任委員会の審査日程のあり方
�３月定例会における補正予算議案の取り扱い
及び審査日程のとり方

�決算審査特別委員会の審査日程のとり方
�臨時会のあり方
�常任委員会の数、定数、所管（常任委員会の複
数所属）

�市の審議会・委員会等への議員参画のあり方
�常任委員会の閉会中における委員会活動活性化
方策

�陳情書取り扱いの見直し
【中期的検討課題】
�地方自治法第９６条第２項の規定に基づく「議決
すべき事件」の指定

	議会活性化のための質問方式の検討

本会議中継のあり方
�委員会議事録のインターネット公開のあり方

各市のニュースを募集

「全国市議会旬報」では、各市のニュ

ースを募集しています。

全国の自治体の中でも先進的な取り

組み、ユニークな条例、自慢のイベン

ト、地域のお祭りなど、お寄せいただ

く情報のジャンルは問いません。

ご提供いただいた情報につきまして

は、本紙編集担当職員が記事を作成

し、議会ニュースあるいは市政ニュー

スとして紙面で紹介いたします。

本紙をＰＲの場として活用されてみ

てはいかがでしょうか。

（問合せ先）

全国市議会議長会 調査広報部

旬報担当 まで � ０３（３２６２）２３０９

▼
議
長

▽
旭

明
智
忠
直（
１２
・
２０
）

▽
碧
南

樅
山
光
徳（
１２
・
２０
）

▽
恵
那

伊
藤
一
治（
１２
・
２１
）

▽
阿
久
根

庵

重
人（
１２
・
２１
）

▽
鳴
門

橋
本
国
勝（
１２
・
２７
）

▽
南
九
州

西

良
仁（
１２
・
２８
）

▼
副
議
長

▽
雲
仙

元
村
康
一（
１１
・
２９
）

▽
旭

平
野

浩（
１２
・
２０
）

▽
恵
那

西
尾
公
男（
１２
・
２１
）

▽
紀
の
川

西
川
泰
弘（
１２
・
２１
）

▽
阿
久
根

児
玉
賢
一
郎（
１２
・
２１
）

▽
鳴
門

池
田
正
恵（
１２
・
２７
）

▽
南
九
州

下
窪
一
輝（
１２
・
２８
）

▼
事
務
局
長

▽
南
九
州

中
薗
浩
二（
１２
・
１
）

▽
瑞
穂

鷲
見
秀
意（
１
・
１
）

議

会

人

事

議 会
ニ ュ ー ス

常
任
委
員
会
を
増
設

ひ
た
ち
な
か
市
議
会（
茨
城
県
）
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